平成１５年度　第５回 日本ＯＰ協会議事録

日時：平成１５年９月２０日（土）１３：００～１５：００

会場：（株）フォーシーズ　会議室

出席理事：占部副会長、国見理事長、中川副理事長、檜皮理事、渡辺理事、佐藤理事、山下理事、奥村理事

　　　　　神谷理事、東理事、市野理事、周東監事、赤津監事（以上１３名）

欠席理事：荒川理事、濱本理事、雑賀理事

＝＝＝＝　議事　＝＝＝＝
議事に先立ち、議事録作成を東理事、確認者を檜皮理事並びに神谷理事とし審議に入った。

【審議事項】

議題１．平成１５年度の協会活動の総括

　　国内レースについて

　　(1)東日本ＯＰ級ヨット選手権大会　８月２２日～８月２４日宮城県名取にて実施した。

　　(2)西日本ＯＰ級ヨット選手権大会　８月２２日～８月２４日佐賀県唐津にて実施した。

　　(3)全日本ＯＰ級チームレース選手権大会　８月１４日～８月１６日広島県観音ﾏﾘｰﾅにて実施した。

　　(4)全日本ＯＰ級オープンヨット選手権大会  8月３０日～８月３１日神奈川県葉山新港にて実施した。

　　(5)全日本ＯＰ級選手権大会　　
　　　　帆走指示書については（案）のとおりで承認された。

　　　　デンマークからの２名の招待選手のついては、日本との交歓であることから参加費は免除、滞在費、

その他諸経費は協会が負担する。他の外国選手は参加費・宿泊費のみ協会負担。

　　　　総会の開催は１０月２５日（土）とする。

　　(6)会員の拡大策

　　　　佐藤理事の東北地方での出前コーチを実施した中で、行った先で好評を得ているが、ＩＯＤ９５

　　　　の艇が１杯もないクラブもあり、今後も活動を継続していく。

　　平成１５年度中間（９月２０日現在）の委員会予算について、マイナス分はスポンサーからの寄付

　　で賄うよう調整中である。

議題２．平成１６年度の活動方針

　　レース委員会

レース予定

　　　２００４年３月　　２００４年度海外派遣最終選考会　　　候補地（江の島 運営主体　江の島Ｊｒ．）

　　　　　　　　８月　　第２０回全日本チームレース　　　　　候補地（広島観音マリーナ）

　　　　　　　　８月　　第２７回西日本大会　　　　　　　　　候補地（唐津）

　　　　　　　　８月　　第２１回東日本大会　　　　　　　　　候補地（千葉　稲毛）

　　　　　　　１０－１１月　第３６回全日本選手権大会　　　　候補地（江の島　運営主体　神奈川県連）

　　その他

　　　(1)帆走指示書について広く意見を頂き、世界で通用する選手の育成をふまえたレース運営方式

　　　　を確立したい。

　　　(2)全日本検討委員会の答申を踏まえた全日本選手権の在り方を確保

　　　(3)各地域でのレースに対する助言、支援

　　　(4)全日本参加者選定方法を早期公表する。

　　　(5)全日本出場権獲得枠のあるレースでは、枠を与えるにあたり規準の遵守を再度レース開催者に

　　　　徹底する。基準を大きく下回る場合は、枠を与え無ないことを明示する。

(5)全日本のクラブ枠については、自力で権利を獲得すべきであるとの観点から各クラブから１名

としたいとの提案があったが、時期尚早であと思われることから、検討は継続するが、暫くは

従来通りで実施していく。

議題３．２００４アジア選手権大会

　　開催日程　　　　２００４年８月７日～８月１６日

　　選手宿泊先　　　湘南国際村
　　艇置場、出入り　葉山新港

　　大会本部　　　　葉山

　　チャーター艇　　ウィナー

　　参加人数　　　　海外７名（男５名・女２名）とする。

日本は開催国であることから、１４名とする。

· ２００３年のアジア・アフリカ代表者会議において、男子５名女子２名の合計７名

での開催をまた開催国枠としては通常参加国の倍（１４名、うち女子４名）

を２００４年ＪＡＰＡＮから実施してほしいとの要望を受け実施することとした。

議題４．臨時総会について

　　(1)臨時総会の開催についての経緯は理事長が説明する。

　　(2)理事会の決定事項について承認・不承認を問うのであれば問題ないとの指摘から、臨時総会においては、

決定事項について審議することとする。

以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議事録作成者　　　東　　博徳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議事録確認者　　　檜皮　浩二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神谷　喜由

